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形 態 : 卵は､1ミリメートルr̂)外､乳白色で細長

く､やや糟曲している｡

幼虫は､体長10ミ])メートル内外､無錦鯉脚Dウジで､

黄白色から黄赤色｡

加は､良さ5ミリメートル内外､俵Dようで淡V,黄色｡

成虫は､体長7ミリメー トル内外で､ 小さい蜂のよう

にみえる｡頭部はかつ巴､胸背は異色からかっ色でうす

V,黄色の矩V,毛がまえ､2泉の黄色い縦線かある｡ 腰部

は黄色から黄赤色､丁字形D黒V,紋かある｡脚は黄色で

あるか､すねはかつ巴.

カロ 等 :ミカ/類､イチゴ煩､バナナ､モモ､スイ

カ､ バ-/ジロウ､ノミノミヤ､ など多くの果実を加害し､

ふ化した幼虫は果肉を食'著するので､被苫巣は早熟､落

果､†院敗する｡幼虫75:･老熟すると地 中で州になる.ある

V,は表皮下で鮒になる｡

防 除 :

1. 果実に袋かけをすると巌も効果的0

1 落果その他の被告黒は早く集めて焼きすてるか

地中傑くうめる｡

L I)丈虫は食じ誘殺する｡

1 天敵 (ア リサンミバェコマエバチなど)を輸入

保&-増殖する｡

1. 硫酸ニコチンやマラソン剤などを散布するO
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形 態 :卵は､長さ0.27ミl)メー トルでjrrTJq/･｡

Alj虫は､約3ミリメ- トル､頑は かつ色をおびた淡嶺

巴､胸部と腰部は淡かっ巴､ときには緑ELとなる｡

成虫は､頭部:ま白巴､前-ネは白色であるか､細V,lyi

色の2灸かあるO -ネD中央には前縁からおこる斜腺か

あり､父巾央をこえた部分には一人の晴かつ色の横灸が

あるO/＼ネの端近 くにかつ色の斜線がある｡後-ネは狭

く､白色の長い縁毛かあり､それは- ネの幅の約5倍あ

る.-ネの長さは5ミリメー トル内外｡

加 害 :ミカン類D害虫で､幼虫はおもに鮭D衣皮

の低下に トンネルをつ くって進む.柴はこの虫のJii'Dた

めにV,縮し､苗木では､その発育がはなはだしく'.JRされ

る｡年中発生してV,るO

防 除 :

1 発生が多V,ときの苗木は細目の網で保護する｡

1. 硫酸ニコチンやマラソンを散布するD
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形 態 : 那.pま､長さ1ミl)メ- 卜′レ､良だFl]形､や

やJTTi平｡

幼虫は体長30ミリメートル､はじめあわvl白色で､の

ちに紫色ををびた黄かつ色になる｡各節に大小10個の晴

かつ色のV'ぼ状斑点かあるO

軌 ま､長さ約16ミl)メートル､紡すV,形で赤かっEtlc

成虫は､体長約14ミリメートル､非かつ色で､-ネの

長さ15ミリメ-トル内外で不規則な晴かつ色の網状紋か

ある｡

♂

加 害 :サツマイモD習虫で､八電山､宮古に多く

発生するO幼虫は茎の地際に近V,部分に食V,入り､多く

は茎の上部に向って内部を加害するか､あるV,はイモ7)

内部を苫するものがある｡いちじるしい被苫株は日中し

おれており､このような株は被告訴から折れやすく､吏

た地際部力l･肥大して木質化する｡

防 除 :

1.抵抗性D強vl茎の小さvt品種を栽培すそ.

1 被害物は処分する｡

1 硫酸ニコチンの600-80C倍液を散/11する｡

1 天敵(クロテンフシオナガパテなど)の保護増舵

1 ェンドリンや7ル ドリンを散れする｡
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幼虫 と披'吉茎



オキナワイモサルハムシ

形 態 : 卵は､黄白色､だ円形､長さ1ミ])メー ト

ル内外｡

幼虫は､体は乳白と､矧ま淡かつ色O体節には多くの

横じわがある.,休'-とつミI)メー トル内外｡

朗は､乳白巴､体長4ミリメートル内外｡

成虫は､行いたIJJ形で､光沢のある黒藍色｡体長は

約7ミリメー トル O

加 害 :沖馳D)f言でカームシと呼ばれ､幼虫はイ

モの外部を抜くイくTE形に食丁写し､内部に食vl入ることは

なV,0′と熟した幼虫は十.巾に入り､七でかたまりをつ く

り､その中で的になる｡ 成虫はイモD柴に不llI形の円V'

-)(きなr/I(を開けて食苦し､卯は-f･_の-&面に慮'みつけるO

防 除 :

1. 輸(乍によって幼虫の加胃をさける.

1 植付畔に了ル ドリンを散rFfして幼虫の発生を防

ぐ｡

1 成虫には､エン ドリン､BHC､DDTなどの

散71了が効果的である｡
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形 態 :卵は､だ円形､淡顔色､長さ055ミ1)メ-

トル｡

幼虫は､頑は灰黄色で､黒点を密和するO背中､気門

の上､およびその中間は黄色の縦線となってV,る 腹は

灰白色､体長4センチメー トル内外G

酌は､赤かつ色､体長22ミリメー トル内外｡

成虫は､体は晴かつ色､尾端に黒色の長毛がある｡前

ハネは紫かかった階かつ色o後-ネの基部は白色､外､卜

は黒色｡-ネの長さは18ミリメートル内外｡体長は19ミ

リメ- トルO

加 害 :沖縄7)方言でイモノスルルムシと呼ばれ､

イモの大富虫で､幼虫は葉のふちから食苫し､老熟する

と-1二の中で鮒になる｡

防 除 :

1.DDT乳剤400-600倍液に展着剤を加えて散布

する｡

1. 批醸鉛を散布すそ｡

1. ェン ドリンや7ル ドリンを散布する｡
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